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●地域医療講演会
9月16日（水）午後2時～5時/1-linkルーム（当
日先着100人）/ザタワーズイースト管理組合/☎
326-3911
市民講座

9月19日（土）午後1時～4時/市川教育会館/800円
/戦争はいやだ！市川市民の会/☎337-5786菊池
●12の動きで掴む健康のコツ講習会
9月20日（日）午後2時～4時/行徳公民館/保険代
300円/ナンバ式骨体操/☎090-8688-8218山下
●バトミントン講習
9月20、27日（日）10月4、11日（日）/午後6時～9
時/信篤市民体育館/一回500円、学生300円/バ
トミントン協会/☎397-0573堀口
●IVIS英語公開講座
9月27日（日）午前10時～11時55分/男女共同
参画センター/市川ボランティア通訳の会/☎336-
6305山本
●ウィークディテニス教室[全4回]
9月30日（水）、10月7日（水）、14日（水）、21日（水）
各回午前9時～11時[申し込みは9月20日（日）必
着]/福栄スポーツ広場/3,000円（往復はがきにて
要申し込み）/テニス協会/☎371-6936中塚
●澤地久枝さん記念講演
10月4日（日）午後1時30分～午後4時10分/市
民会館/九条の会市川/☎372-3413高坂

●油彩画展
9月15日（火）～20日（日）午前10時～午後5時/
八幡市民談話室/彩井会/☎336-2862杉山
●ダンスパーティー
9月22日（休）午後1時～4時/南行徳市民セン
ター/1,000円/ピポット/☎357-8790石川
●ダンスパーティー
9月23日（祝）午後6時～9時/南行徳市民セン
ター/1,000円/社交ダンス･ステップ/☎358-
4955皆川（午前中）
●ダンスパーティー
9月27日（日）午後1時10分～4時45分/文化会館
/1,000円/ダンス市川/☎327-6090岡野
●ダンスパーティー
9月27日（日）午後1時～4時/勤労福祉センター分館
/1,000円/レッツダンス友の会/☎370-4971梅山
●社交ダンス、パーティー
9月27日（日）午後1時～4時30分/信篤市民体育
館/1,000円/スウィング/☎327-7033棚橋
●米沢正個展
9月29日（火）～10月4日（日）午前11時～午後6
時（最終日は午後5時迄）/八幡市民談話室/☎
373-7597米沢
●箏曲演奏会
10月12日（祝）午後0時30分～4時/文化会館/
波津井会/☎337-1336本多
●いぶき&きらら秋のこども祭り
10月17日（土）午前11時～午後2時/大野小学校
/いちばん星いぶき/☎339-3172浦田
バザー提供品募集

10月31日（土）まで受付午前10時～午後4時/な
んなの会/☎376-6466武藤

斎藤環さん講演会&ニート・フリーター相談会
11月14日（土）午後0時30分～4時/ボランティ
ア・NPO活動センター/1,500円/セカンドスペース
/☎322-1257成瀬

語学・教育
●ドイツ語（初級）　第2･4木曜日午後6時45
分〜8時45分/行徳公民館/入会金2,000円、月
3,000円/ドイツ語を楽しむ会/☎371-2809請地
●万葉集学習会　月2回火曜日午後1時30分
〜3時30分/市民会館/月1,500円/市川「万葉
集」を学ぶ会/☎323-3591長澤
●英語　第1･3土曜日午前10時〜正午/文化
会館/1,000円/トーストマスターズクラブ/☎
090-9104-5289堀

スポーツ・健康
●健康体操（中高年）　月4回金曜日午後2時〜
3時15分/行徳公民館/月3,000円/MYフィット
ネス/☎090-8110-0254麻谷

●老化防止健康維持体操　月2〜3回月曜日午
後1時〜3時（祝日、休館日を除く）/曽谷公民館/
月1,200円/健美操クラブ/☎371-2378荒木
●太極拳（初心者）　月4回火曜日午後4時〜
7時/湊地域ふれあい館/入会金2,000円、1回
900円/さくら太極拳/☎393-0769堀
●バウンドテニス（小学4年生以上）　月4回水
曜日午後7時〜9時/大和田小学校/月300〜500
円/市民軽スポーツ大和田/☎378-1314高城
●ストレッチ体操(女性)　月4回月曜日午後1時
30分〜3時/大野公民館/月3,500円/市川大野
健康体操教室
●ヨガ　月4回金曜日午前10時〜11時10分/
八幡ふれあい館/月2,000円/健康ヨガの会/☎
090-9247-9232山本

舞踊・ダンス
●社交ダンス(65歳までの初心者)　月2回土
曜日午後1時30分〜4時30分/鬼高公民館/月
1,000円/ダンス幸/☎376-5239加藤
●日本舞踊（3歳〜）　月4回火曜日正午〜5時
中央公民館/月5,500円/紫派藤間流富微恵会/
☎334-7691和田
●フラダンス（子どもは参加不可）　月3回
木曜日午前10時〜11時30分/文化会館/月
3,000円/アロハラニ市川/☎374-3203橋本

音楽・芸能
●叙情歌･童謡　第1･3木曜日午後1時〜2時
30分/若宮公民館/月1,700円/楽しく歌おう若
宮クラブ/☎335-0854山下
●詩吟　第1･3木曜クラス、第2･4行徳クラス、
木曜日午後2時〜4時/行徳公民館/月1,700円
/燈照吟詠会/☎395-8020浅川
●リトミック(未就学児)　月3回木曜日午前9
時50分〜午後0時10分/大野公民館/月2,800
円/たのしくあそぼリトミック/☎090-9833-
2788内山

書道・絵画
●油彩･水彩･パステル画　毎週金曜日午後1
時〜4時30分/西部公民館/入会金1,000円、月
4,000円/絵画四季/☎322-5659星
●書道（小学3年生以上）　第1･3月曜日午後
5時30分〜7時30分/文化会館/月2,500円/蒼
天社/☎378-0905広沢
●水彩画　月2回水曜日午後1時30分〜4時
30分/行徳公民館/入会金1,000円、月3,500
円/いろどりの会/☎338-1389斉藤

その他
●将棋　毎週土曜日午後1時〜5時/男女共同
参画センター/月750円/市川将棋同好会/☎
379-2822杉田
●パソコン（初心者）　月2回金曜日午前9時〜
午後0時30分/西部公民館/月2,000円/西部ふ
れあいパソコン/☎324-7002昼間
●筒描き染　第4水曜日午前10時〜正午/福栄
老人いこいの家/月1,500円/アートステンシル
（筒描き染）/☎395-9448阿部
●福祉（70歳以上一人暮らしの方と一緒に昼
食会・ボランティア募集）　第4木曜日午前9時
〜午後2時/男女共同参画センター/1食600円/
ふれあい昼食会すずめ茶屋/☎325-3273石川
●手編み（棒針、かぎ針）　月4回火曜日午後
1時〜4時/市川公民館/入会金1,000円、月
3,500円/手編同好会/☎325-1556高橋
●手編み(棒針、かぎ針)　月4回土曜日午後1時
〜4時/市川公民館/入会金1,000円、月3,500
円/手編みあざみ/☎379-0255黒川
●そろばん　月4回水曜日午後4時〜7時/信
篤公民館/月4,000円/アニーズ･エー/☎090-
4932-1810金子
●和服リメイク　第1･3木曜日午後1時〜3時/中
央公民館/2,000円/淑女会/☎322−3466阿部

…1％支援制度の支援対象事業

「マイタウンいちかわ」
9月12日（土）〜18日（金）

いちかわエフエム
83.0MHz「エコーいちかわ」
月曜日～金曜日／10：00 18：45　　　  〈広報広聴担当〉「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

放送時間
10：00 12：30
19:00 22：00

市民との協働で自然災害対策特集
JCN市川（CATV）
アナログ9ch
デジタル11ch

たのしもう
イベント

いってみよう
講習会 ・ 講演会

このコーナーは2週号・4週号に掲載しています。

やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

○「市民の広場掲載依頼書」（広報広聴担当
または公共施設に設置）を、利用施設で確
認をとってから広報広聴担当に提出してく
ださい。

○政治・宗教・営利活動として行うものは掲載
できません。その他「市民の広場掲載のき
まり」に準じて掲載します。

○同一団体の掲載回数は、「仲間募集」と
「講習会・講演会」「イベント」を合わせて
年3回（4月～翌年3月）までです。

○仲間募集は先着順で掲載します。催しなど日
時の定まっている原稿の締め切りは、原則、
広報いちかわ発行日の22日前の金曜日まで

（必着）です。

「市民の広場」掲載の注意事項

1％支援制度の支援対象団体の活動を紹介
するコーナーです。原則、各団体からいた
だいた原稿を、そのまま掲載しています。

◆心のふれあい（傾聴）養成講座/体験を通し
て人に寄り添う喜びや、聴く楽しさを心いっぱい
味わってみませんか。10月2日～30日毎週金曜
日（全5回）午後1時30分～4時/市川市民会
館他申込フレンズ☎335-0025山崎
◆シルバー秋季料理教室/9月30日より毎月
2回開催、募集30名入会金（年千円）参加費
千円市川勤労福祉センター本館調理室10時
30分～13時作って、食べて、語り合う楽しい
料理教室です。申込☎379-6625NPO法人
ゆたか
◆〆切近づく！！「市川フォトフェスティバル」の応
募〆切が近づいて来ました。「見つけた！私の市

川」あなただけの撮っておき市川をお待ちしてい
ます。応募用紙は公民館やカメラ店等に有り
☎335-7773市川写真家協会
◆子どもがつくるまちミニいちかわ　10/3～4行
徳駅前公園、10/10～11大洲防災公園。10
時～15時/材料費300円（2日間有効）4歳～
18歳（※4歳～6歳は定員制事前申込）市川子
ども文化ステーション☎395-7670勝部
◆家事・育児・介護全般支援、暮らしの中で困っ
た時お電話を。9月17日10時～12時　園長先
生に現代子育て事情を伺う会（市川公民館）孫
の世話予備軍、新米ママのご参考に！ハンズグ
ループ・みどり☎090-1810-7722吉良
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し
て
見
事
。最
後
は
旅

の
想
い
出
ピ
ッ
タ
リ
の
絵
は
が
き「
自
分
に
出

そ
う
」と
松
井
さ
ん
。ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
締
め

く
く
り
の
句
で
す
。

ご応募を
お待ちしております。


